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東教大理 櫓 原 良 正
我々の所で現在進行中である2つの実験の現状を申し上げる｡












P｡-1706･008 ± 0･025mmHgとした｡ (T58 SCale)
Einstein-Orr)stein-Zerr)ike理論によると,散乱強度は















r'- 1･18O±0･01, y' -0･59.- .0.･冒4, E｡-1･59二Y.･395A









Sample 了 r remarks
He4 1.180 ± 0.01± 0.1 1.21 ± 0.-05(予備実験 ),14 1 我々の結果Roach (密度測定 )
or 1.5 ± 0.2 1｣4 Garfunkel(光散乱 )
He_3 1.17 士10.05 1.17 ± 0.05 Wallace-Meyer
Ar 1.20 ± 0,05 Bale
Ⅹe 1.21 ± 0.02 1.21 ± 0.03 Berledek~
SF6 1.22-5 ± 0.02 Pu.glieli-Ford




されている様にr/～_ γ とするとGarfunkel の値より小さいo しか し,これ
は彼等の実験の大きな background scattering のためと思 う｡









∂ (Kiangの Iiquid-dropletmodel) 4.218
とくらべて'あっている｡
1
B) He3 - He4 混合彼の 1線附近の第 2音波 (この実験は主に上原富美哉君が行な
っている)
液体 He4及びHe3 のモル濃度 1.1%, 3.7%0, 11.5%のHe3-He4混合液
中の第 2音波の音速を }線附近の温度範囲で測定を行なった.8-1-(T/Tス)
とすると液体He4に対 しては,
2× 10I5 < E<5× 10~3 1.1%溶漢には4× 10-4
< E< 3× lO-2
他の濃度に対 しては, 1× 10-3< e < 4× 10~2 である｡
音速の測定法は共鳴法を用い,受信器の直径 1.2C2W,その間隔は 0.48cmである｡
これらを銅のセルの中に入れ,セルは液体-リウム中につかっている｡温度制御器を


















混合液中の第 2音波の音波はNable et alの測定範囲 (6>5× 10-3)で彼






生嶋氏 pure He4 のデ ターで,B(ps/p-B･EC)-の値 (B-2･39±
0.O5) ,普通信 じられているもの一(B- 1.41)と異っているが?
原氏 調べてみます｡
B-1.41は 8-Tl-Tと た時の値で, B-2.39は 6-(Tl-T)/
Tlとした時の値です｡
鈴木氏 ぐとZ(u2-A･eZ)と ,同じ傾向を持っとすると, PureHe4に於
ける ぐの圧力依存性とmi Ⅹture に於けるぐのHe3濃度依存性 とは,共に
それらが, He4 の密度変化に起因していると考えれば,定性的にその儀向は
一致 しているように思える｡
-Gil-
